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概観

鹿児島市から南へ 50粁，薩摩半島の南端で鹿児島湾

の入口に臨む指宿線の終点山川は，ほとんど誰にも知ら

れないー漁港ではあるが，そこにある山川電波観測所は，

世界の電離層観測の一翼を担って，連日観ifi!Jのための電

波を出し続けている。

山川駅から右へ坂を登ること 20分，海抜100米余の

ノj、高r丘の上にあるこの観測l所は， 昭和 20年 10月 10

日，聯合国最高司令部より出された覚書によって，我国

に電離層観測が再開されることになり，このため北は北

海道の稚内から緯度 5度おきに，秋田，国分寺（東京），

山川の4地点が選I,j'れ，ここ山川では｜日海軍航空隊山川

送信所跡に，昭和 21年7月 20日，文部省電波物辺研

究所山川観測所として発足した。創設以来 10年，既に

4代の所長を数えており，度重なる機構改革のため，電

気試験所， 電気通信研究所，あるいは電波監理委員会所

管となり ， 名称も幾多~遜して来たが， 昭和 27 年 8 月

1日から，郵政省電波研究所山川電位観測所として現在

に至ってし、る。
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観測の歴史と現況

今までこの観測所では，昭和 21年 12月 9Elから引

続き行われている電離層の定時観測のほか，昭和 24年

1月から昭和 29年 5月まで地電流の測定が行われ，昭

和 25年から昭和 27年にかけて，平磁電波観ifi!J所との

聞に電離層斜入射伝播，昭和 26年 6月 7月と日召和
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Es層による VHF伝援の測定に使用せられた 60Mc八木アンテナ

27年 6Jj 8月の 2回にわたり，同じく平磯市政観測

所との間に， Es慢による VHF伝燃が観測されてきた

が，現在は電波研究所から発射せられている 4Mcの標

準電波の電界強変の連続lfiiJIE，稚内電波観測所との間に

>f;f入射官級層観測，垂直打上げインパノレス電波のフェー

ジング観測が行われており，今後は更に電離層の風の測

定，長期間の VHFによる Es庖の観jfiiJへと，既に着

々準備されつつあり，総員9名で支えられてνるこの観

測所！ま，我国辰南端の地の利を占めて，電波研究の礎石

として絶間なく貢献し続けている。

電離層定時観測

この辺~の地にしては近代的な鉄筋コンクリート建の

実験局舎，その西端の観測室に自動記録式市！縦層観測装

置がある。舎外D 45米の木俊に友に直交して張られて

b、る斜辺 77米， 底辺 124.8米の大ム裂

空中線と，斜辺 54米，底辺 60.8米の小

ム裂空中線は送信用，地上高18米， 水

平部 17米の逆 L型空中線は受信用で

あるが，以前観測装置が手動式であった

頃， 10人の観測員が昼夜交代で掛ってい

た観測も，昭和 26年 9月 11日から

自動式に切換えられてからは，連日 11時

間ごとに 66秒の間に，lMcから 22

Mcまでの連続的に褒｛じする電波を垂直

上空に発射して，電離層からの反射波を

この装置自らフイノレムに記録している。
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自動記録式聖書生庖観測量rn霊

h’－J曲線とl乎！.fれる記録フイノレム！ム電総！慢の見掛け
の高さの周波数による愛化を描いており，資料室主におい

てこの記録から，山川における毎刊の F2I慢の正常波

の臨界周波数 （んF2), F2腐と Fl腐の見掛けの高さ

(h' FZ, h' Fl), Es層の最高反射周波数 （！Es）を読取り

更にまた計算によって F2層反射による 3000kmの最

高使用可能周波数係数~（（M 3000) F2）を求めている。稚

内，秩回，国分寺，山川で得られるこれら観測資料が基

となって，実際通信の周波数，騎射電力，通信時間など

が決定されてし、るという ことは，大方の人々にとって，

恐ら く耳新しし、ことであるに迭し、なν。
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電車皇居緩剖jフィルムの 1例 ζれI；！昭和 31年 7月 13日E・午の1!1川における記録で．
己れ治！＂：＞ foFo I;! 10.SMc, il'F2は 390km, fFs fj 5.9 Mcであるととが分る。
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垂直打上げインパルス電波の

フェージング観測

電離層手[t/J鶴jl[IJ装置ぞ用νて行われてし、るこの観jj)ij(ま

定常的ではないが，昭和 30年7月から行われ，2つの

受信アンテナ系，または同一受信アンテナ系によって，

電離層からの1巨l反射と 2@1反射，正常波と異常波など

の2種の反射波を同一フラウ ン管上に観測し，フイノレム

を移動して記録してし、るが，これによって電縦層で反射

したインパルス電波のフ ェージングの偏波特性，あるし、

は正常波と異常波のフ ェージング特性などが，逐次明ら

かにされている。

標準電波の電界強度測定

実験烏舎の二階，電界強度jJ{lj定室で行われてし、るこの

測定は，正確な周波数の標準として，電波研究所から発

射せられてし、る 4Mcの標準沼波の距餓特性を知るた

め，秋田電波観測所と共lこ，昭和 31年4月よりその穏
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空中線配 置 関
A c.空中線 1li:店芝居観測送信用 天頂向
B 9McAWX型空中叙 述絡通信送信用 東京仰
C 2. 5Mc-10Mc事線式軍基型空中線電怒層斜入射観測用 秋田前1
D l OMc～2 0Mc 多線式草E!!i1~中re!！ 向 上 秋悶向
E V型空中線 同上 稚内向
F 大 V m1空中線 同 上 東京向
G 4McダプレYト空中線 際司自電波受信用 東京向
H IDE直空中綿群 管店主庖観測受信用
J グプレシ ト空中線 定員皇居風測定送信用
K 60Mc八木空中線 東京向
超短波 V型空中線 東京rro

3.3Mcによる E 庖反射波の偏在主将性

3.3Mcによ る E ／~反射のフェージン少記録の 1 例（19 5 6 年 2 月 11 日午前 9 rr~ 22分観測）

上は NS方向．下は EW方向のダ7レyトアンテゾ＂（ d 介II甘受信したものであるが，両保出1;11，常にフエ

ー ンングの｝［~が類似してr る E とが分る。

界強度が連続jJ!IJ定されている。

斜入射電離層観測

電話t腐を＇ l~i＇観測の垂直段射訟で電離層の協界周波数を

観測し，この値からこの地点の と空で反射して伝揺する

実際通信の最高佼用可能周波数 （MUF）が，計算によっ

て算出されてし、るが，この計算の精度を上げるため，イ

ンパノレス電波斜入射試験装置を汗1~'. 昭和31年 10月

から送信装置を北海道の縫内lニ．受信装置を山川に置い

て，直接に稚内山川間の MUFを観測ljしている。稚内，

山川間は我国で取り得る最長の距離であって，このため

電波の反射点秋田において特別に電離層の観測を強化し，

この観測に協力し’亡し、る。 この観jj)ljは1回約10日間，

四季にわたり年4回観測される予定である。
インパルス電波斜λ射試験装置
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周波数（Mc)

（斜入射電~庖読測記録の 1 例 （稚内－111川悶） （昭和 31年 10月 13日午前 日時 45介箆測）

乙の記録から稚内一山川問でl;J.27 Mc以上の:ti'.波は伝情せず，従ってその MUFは 27Mc附近であると とが分るつ.1・2.5Mc 
～15 Mcに現れ-Cv＇る上部の叙 2HopF" f;J.，稚内かム発射し士電波町電話庖一大地－1li:i>$Rと，m怒庖で 2回反射して1.1¥lllに受
信せられたものであり， 24Mc-27Mcにf見札ている上部の綴は，屯経庖で 1囚反射したものであるが，電車芝居の内規深く浪記!icL.

a;,:子密度の；！＇，＼ ＇t、rHで反射して11¥川に交信せられたものである。

電離層風測定

最近惟界において問題になり

はじめた電線腐の風の測定につ

ヤて，山川ではこのため既に送

信機の据付も完了し，昭和32年

4月頃から 4,5年間の予定で，

観測を始めることになっている。

f,i!{t, t，芭信
宝ゆ』罰．空＜U聾

電陸軍庖箆測定装置のプロックFイヤクラム

A将聖空中』毘

電波的に最も静かな山JIIで行

われるこの測定！ふ 国際地球観

視1年のプログラムの1っとして
も重要なものであって，測定方

法も世界的に取決められており，

垂直上空に発射した電波の反射

波を1辺約200米の直角三角形

の3頂点の地点で受信し，その

フェージングのずれの時間差か

ら，風の方向と速度を求める方

法で測定せられることになって

b、る。

送信緩から発射した 2湿の電波，h 2.4 Mc, f2 6Mc の電磁庖反射淡を，約
200~揺れた直角二等辺三角形の各I目•2. 1ニ配置した A, 0, Bの3組の枠型空中線で

受信L，空中線切替器で flA,fzA, f10, f20, flB, f2Bのi!1li序に切替えて，

プラヲン管に 3段に分¥!illして3地点の7エータングを脱出し，更に AO及び BO聞

のフエージングの時間差を読取るために，d シレコーダーを使用してrる。

諸 施
吾関白

邑又

電波研究所，稚内， Z大田，平磁，犬吠の各電波観jJ[lj所と
の聞に技術連絡するために設けられた通信室は笑験局舎

の東端にあって，共同実験の外は1日2回，定時の 91時

40分と 14時から交信され，送信機は Al電波で400W, 

A3電波で 200W，周波数は主として 9,175kcが使用

されている。

観測を守るための工作室には，4沢旋盤，卓上型ボー

ノレ盤，折臨機，切断機など，図書室には250冊の技術図

書が備えてあり，屋外菱電所では，送られてくる 3相

3300 vを 200vに降圧し，配電室から 3相 200vと
単相 100vを各室に配電している。

m隠庖風鏡~Jill送信機
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通信室

雑 観

ここで目を転じて四回の景観を述べれば，南の海道か

彼方に種子，屋久島を望む山川は，火山湖の一角が陥没

しでできたとし、われる継であり，霧島火山系の一脈とし

て四時温泉を湧出し，その先竜宮の伝説を伝える長崎鼻

の景勝は，桜咲く 3月初めの頃に賑い，山川町に上水道

となって流れる鰻池は，観測所の北西鷲尾岳の麓に，山

向う，九州ーの大きな池田湖は，遊覧船を浮べて行楽の

人々 をナ召し、てし、る。湖畔にある；馬頭観音は，速く源平の

昔，宇治川の先陣争いで有名な名馬池月の母を記り，そ

の子池月が軍馬として徴発せられるとき，別れを悲しみ

111 Ill 
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独りこ¢湖に身を沈めたと伝えられてし、る。

さてこれだけ平和な自然の風物に恵まれながら，秋の

台風シーズンにはその進路に当り，暴風雨の先著がここ

を英王国iから襲って，し、つも大きな被害を残してゆくの

は，まことに皮肉な宿命を背負っているものである。

過ぎし10年，当時の世相にあってここを創設されk

人達の努力もさることながら，日本の最南端の僻地に電

波と取組み，観測と研究に明け暮れする人々 のここにあ

ることを，今一度思い起していただきたい。

111川屯波観測所，企画該責料訴さ全編

港
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